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内富庸介 がん医療におけるコミュニケーシ
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造血細胞移植 24 2-3 2012 

矢野智宣, 内富庸介, 
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うつ病を伴う口腔灼熱感症候群に
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明智龍男 がん終末期の精神症状のケア コンセンサス癌治
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清水 研 ＱＯＬを低下させる心の病。早期治
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の問題点 

がん患者ケア 5 55 2012 

小川朝生 がん患者に見られるせん妄の特徴
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古村和恵, 森田達也, 
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市民の緩和ケアに対するイメージ
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緩和ケア 22(1) 79-83 2012 

福本和彦, 森田達也, 
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オピオイド新規導入タイトレーシ
ョンパスががん疼痛緩和治療に与
える影響. 

癌と化学療法 39(1) 81-84 2012 

佐藤泉, 森田達也, 他 在宅特化型診療所と連携する訪問
看護ステーションの遺族評価. 

訪問看護と介護 17(2) 155-159 2012 

井村千鶴, 森田達也, 
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患者・遺族調査の結果に基づいた緩
和ケアセミナーの有用性. 
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井村千鶴, 森田達也, 
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森田達也 がん性疼痛に対する鎮静薬の副作
用対策. 

コンセンサス癌治
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10(4) 192-195 2012 

森田達也 緩和ケアチームの活動とOPTIMの成
果. 

Credentials 44 9-11 2012 

鄭陽, 森田達也 EAPC（European Association of 
Palliative Care）疼痛ガイドライ
ンを読む. 第1回WHO stepⅡオピオ
イド：弱オピオイドの使用、WHO step
Ⅲオピオイド：オピオイドの第1選
択. 

緩和ケア 22(3) 241-244 2012 

森田達也, 他 地域対象の緩和ケアプログラムに
よる医療福祉従事者の自覚する変
化: OPTIM-study. 

Palliat Care Res 7(1) 121-135 2012 

古村和恵, 森田達也, 
他 

迷惑をかけてつらいと訴える終末
期がん患者への緩和ケア―遺族へ
の質的調査からの示唆. 

Palliat Care Res 7(1) 142-148 2012 

市原香織, 森田達也, 
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看取りのケアにおけるLiverpool 
Care Pathway日本語版の意義と導入
可能性－緩和ケア病棟2施設におけ
るパイロットスタディ. 

Palliat Care Res 7(1) 149-162 2012 

森田達也, 他 地域緩和ケアプログラムに参加し
た医療福祉従事者が地域連携のた
めに同職種・他職種に勧めること. 

Palliat Care Res 7(1) 163-171 2012 



森田達也, 他: 在宅緩和ケアを担う診療所として
在宅特化型診療所とドクターネッ
トは相互に排除的か？. 
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MMJ 8(2) 102-103 2012 

森田達也 日本ホスピス緩和ケア協会北海道
支部第10回年次大会から. 緩和ケア
地域介入研究＜OPTIM-study＞が明
らかにしたこと：明日への示唆. 

Best Nurse 23(7) 6-15 2012 

岩崎静乃, 森田達也, 
他 

終末期がん患者の口腔合併症の前
向き観察研究. 

緩和ケア 22(4) 369-373 2012 

小田切拓也, 森田達也 EAPC（European Association of 
Palliative Care）疼痛ガイドライ
ンを読む. 第2回オピオイドのタイ
トレーション オピオイドの経皮
製剤の役割. 

緩和ケア 22(4) 346-349 2012 

大野友久, 森田達也, 
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入院患者における口腔カンジダ症
に対する抗真菌薬の臨床効果に関
する研究. 

癌と化学療法 39(8) 1233-12
38 

2012 

今井堅吾, 森田達也 EAPC（European Association of 
Palliative Care）疼痛ガイドライ
ンを読む. 第3回 1オピオイドによ
る嘔気・嘔吐に対する治療, 2オピ
オイドによる便秘に対する治療, 3
オピオイドによる中枢神経症状に
対する治療. 

緩和ケア 22(5) 428-431 2012 

森田達也 緩和ケア領域における臨床研究：過
去、現在、未来. 
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木下寛也, 森田達也, 
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がん専門病院が地域緩和ケアの向
上のために取り組んでいることと
課題. 

癌と化学療法 39(10) 1527-15
32 

2012 

森田達也 クローズアップ・がん治療施設(28)
聖隷三方原病院 腫瘍センター・緩
和ケア部門. 

臨床腫瘍プラクテ
ィス 

8(4) 415-417 2012 

鄭陽, 森田達也 EAPC（European Association of 
Palliative Care）疼痛ガイドライ
ンを読む. 第4回1.アセトアミノフ
ェンとNSAIDsの役割. 2.鎮痛補助薬
の役割. 3.腎機能障害のある患者へ
のオピオイドの使用. 

緩和ケア 22(6) 522-525 2012 

木澤義之, 森田達也, 
他 

地域で統一した緩和ケアマニュア
ル・パンフレット・評価シートの評
価：OPTIM-study. 

Palliat Care Res 7(2) 172-184 2012 



山本亮, 森田達也, 他 看取りの時期が近づいた患者の家
族への説明に用いる『看取りのパン
フレット』の有用性：多施設研究. 

Palliat Care Res 7(2) 192-201 2012 

森田達也, 他 地域緩和ケアプログラムに参加し
た医療福祉従事者が最も大きいと
体験すること：OPTIM-study. 

Palliat Care Res 7(2) 209-217 2012 

木下寛也, 森田達也, 
他 

がん専門病院緩和ケア病棟の運営
方針が地域の自宅がん死亡率に及
ぼす影響. 

Palliat Care Res 7(2) 348-353 2012 

森田達也, 他 異なる算出方法による地域での専
門緩和ケアサービス利用数の比較. 

Palliat Care Res 7(2) 374-381 2012 

森田達也, 他 患者所持型情報共有ツール「わたし
のカルテ」の評価：OPTIM-study. 

Palliat Care Res 7(2) 382-388 2012 

白髭豊, 森田達也, 他 OPTIMプロジェクト前後での病院か
ら在宅診療への移行率と病院医
師・看護師の在宅の視点の変化. 

Palliat Care Res 7(2) 389-394 2012 

森田達也, 他 遺族調査に基づく自宅死亡を希望
していると推定されるがん患者数. 

Palliat Care Res 7(2) 403-407 2012 

曽根稔雅,中谷直樹，
他 

介護予防サービス利用者における
日常生活の過ごし方と要介護認定
等の推移との関連 
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